おさしづは宝　　刻限中心編・明治二十八年


明治二十八年三月十八日　午後八時
刻限（本席島ケ原より御帰りの晩平野楢蔵目の障り願の前）
さあ／＼やれ／＼、あゝやれ／＼。さあ／＼一時も帰るを待ち兼ねた／＼。事情の話暫く事情を諭すから、落ちの無きよう十分書き取って、十分の心を治めにゃならん。筆が揃うたら話し掛ける。今晩の話という。事情諭すから、落ちの無いよう付けて貰わにゃならん。これまでだん／＼事情つかえて／＼、一度速やかなる諭しとうてならなんだ。一日々々と勤めて居たから控えて居た。十分の心から、理を以て一寸連れて居た処から話す。所々国々十分の理が治まって、心の理を運ぶ。連れて居た見せた。これから話し掛ける。どういう事情諭すなら、皆んな尽してくれる中に、誰々とも言わん。成程尽して居る中の理によって、これだけの道、大きい話してある。さあ／＼上からするやら下からするやら分からん。身上に障りという。身上に障りあって尋ねるから、一寸諭し掛ける。これから一つの話するから理は間違わん。取り混ぜの内に一二三と印を打つ。これまで世上という、世界という、あくたもくたの道。中にも心に変わらん者もある。これは一つの話。これからだん／＼話する。これまで長い道すがら、長々話どうなりこうなり、所々には真実の理を治め掛けたる。皆治まる。治まってあるのは、誠があって治まる。中にはどういう処もある。これから一つ尚も／＼改めた上も改め、何でも改め。大抵始め掛けるが一、一と言うたら二が後になる、三はもう一つ後になる。世界あくたもくたの中、万に一つも／＼世界悪風悪説、この理が会うたら何にもならん日があろう。よう／＼往還あれど、崖道通らんならんような道があってはどうもならん。もう話しようかと思い／＼、よう／＼越して来た。意見しようと思うても、意見聞かんと言う。これが一つの初め。澄んだ道から澄んだ心が鏡やしき。澄み切ったもの、曇りあっては世界映ろうまい。少しでも曇りあっては、世界は丸曇り。まあ／＼／＼と言うて聞き捨てた。日々に守護あればこそ、尽しただけの理がある。ならん中からこゝまでという。もう一つ世界映そうと思えども、裏も表も曇り無き鏡拵えねばならん。言う事も一つ、聞く事も一つ。これが曇りの端である。これから又一つ事情、これから一つの事情、一二三と言うたる。これから二と言う。にっこりしようと、はあと言おうと、たった一つの曇り、さあ晴らしてくれにゃならん。台になって晴らしたら、皆晴れる。身の障りという。よう聞き分け。これより手柄さすで／＼。さあさあしっかり定めるなら、一時に晴れる。それ世界すっきり晴れる。たった一つの聞き分けという。心にやめようと行こうと、たった一つの心。さあ聞き分け／＼、聞き分けにゃならんで。さあ／＼変わる／＼／＼／＼、多くの中、世界の中、信者信者と言うて日々連れて帰る。改める心の磨き。濁り言葉は無けれど、心に濁りありてはどうもならん。通るに通れん。あちらへ出越す、こちらへ出越す中に、真実信者に聞こえたら、どうするぞ。俺が／＼と言うたて、澄まさにゃならん。皆んな中に上から澄ませ。空から澄ませば、皆晴れる。上から濁れば、はた曇り真っ暗がり。若き中内々の処、何度々々の詫び言。罪に落そうと思う。何度々々澄ませ／＼。始め掛けたは、何以て始め掛けた。四方正面の理を以て澄まし掛けた。よく聞き分けてくれ。どれが悪いこれが悪いは、数々の中言えん。通りただけは心にある。手柄さすで／＼。曇り洗い切る台とも言う。手柄さすで／＼。
さあ／＼高い所に濁り、一寸には数えられん。何とも一寸には現われん。もう一寸手が足れば俺も磨こうと思えども、高い所は手が届かん。よう聞き分けたら、何にも不足は無い。誰も／＼長う通ろというは皆同じ事、よう聞き分け。一寸速やか心という理改めたら出世々々。それ／＼の心も改めるやろ。これではなあと、道を切ったる者もある。十分の道具めかえ／＼。さあ／＼一寸に見えん／＼。さあ／＼手柄々々、手柄さすで／＼。さあ／＼明日日から話に掛かり、どうなるも思う処、日日照らしてくれ。どうでもこうでも道、心の理に曇りありてはどうもならん。行くも一つ帰るも一つ。みす／＼の理というは、どうも治めるに治められん。出るも帰るも見んという理は、これまで楽しました甲斐も無いわい。ウワヽヽヽヽヽヽヽ




さあ／＼やれ／＼、あゝやれ／＼。さあ／＼一時も帰るを待ち兼ねた／＼。事情の話暫く事情を諭すから、落ちの無きよう十分書き取って、十分の心を治めにゃならん。筆が揃うたら話し掛ける。
今晩の話という。事情諭すから、落ちの無いよう付けて貰わにゃならん。
これまでだん／＼事情つかえて／＼、一度速やかなる諭しとうてならなんだ。一日々々と勤めて居たから控えて居た。
 (さあ／＼やれ／＼、あゝやれ／＼。さあ／＼一時も心休まる事無く、本席が帰るのを待ち兼ねた／＼。
誰も皆、速やかに聞き分けて実践しなければ末永く人として生き永らえる事は出来ない大切な事情の話をするばかりであるが、暫くの間に積もり積もった事情を諭すから、落ちの無きよう十分に書き取って、十分の心を治めにゃならん。筆が揃うたら話し掛ける。
今晩の話というは、受け取る心一つで先々の運命が大きく変わってしまう重大な事情を諭すから、落ちの無いよう聞き取って、ぴったりと心にくっ付けて貰わにゃならん。
これまでも、だん／＼と事情がつかえて／＼来たが、一度速やかなる諭しをしとうてならなんだ。
なれど、一日々々と皆それなりに勤めて居たから控えて居た。)

十分の心から、理を以て一寸連れて居た処から話す。所々国々十分の理が治まって、心の理を運ぶ。
連れて居た見せた。
これから話し掛ける。どういう事情諭すなら、皆んな尽してくれる中に、誰々とも言わん。成程尽して居る中の理によって、これだけの道、大きい話してある。
(どうでも道という十分の心から、結構に治まる先々の理を以て、一寸やそっとではない苦しみの道を連れて通して居た処から話す。誰であろうとも、身を捨てて道の為・世界の為に尽くそうとする真実の心さえ有れば、所々国々で十分の理が治まって、明らか鮮やかな心の理を運ぶ事に成るのや。
西暦２０００年の到来と共に、破滅の瀬戸際まで追い込まれていた世界中が一時の間だけでも救われたのは、わずかな者が成人してくれたからこそであるが、その為には、先々に治まる真実の心を神が見定めて苦労艱難の道を連れて通して居たからであり、それによって、元の泥海に還さなければならい処を立ち止まって見せたのや。
この事から話し掛けるで。どういう事情を諭すというなら、皆んな尽してくれる中に実際に連れて通して居る話であるが、誰々とも言わん。末代までも身も心も天に供えて世界救けの為に尽くそうとする成程の理を尽して居る中の理によって、神が世界救けの為に勇み出る事が出来ると言うのであり、どうにもならない世界中を救けようとして、これだけの道が出来て来たという大きい話がしてある事や。)

さあ／＼上からするやら下からするやら分からん。身上に障りという。
身上に障りあって尋ねるから、一寸諭し掛ける。これから一つの話するから理は間違わん。取り混ぜの内に一二三と印を打つ。
これまで世上という、世界という、あくたもくたの道。
中にも心に変わらん者もある。これは一つの話。これからだん／＼話する。
(さあ／＼真実誠の神一条の道は、上からするやら下からするやら分からん。通るに通れない先々の道を知らす為の身上に障りという。
身上に障りがあって尋ねるから、一寸やそっとでは無い重大な真実の理を諭し掛ける。これから一つの話をするから聞き分けて貰いたいのだが、神が諭す理は一つも間違わん。
色々の道が取り混ぜの内に、はっきりとした順序を立てて真実誠の神の道を連れて通す為に一二三という印を打つ。
これまでの道は世上の道という、世界という、あくたもくた〈つまらない、こまごまとした欠点だらけ〉の道である。
そんな中にも、神を思う心に置いては何処まで行っても変わらん者もある。これは真実誠の一つの話である。この事からだん／＼話する。)

これまで長い道すがら、長々話どうなりこうなり、所々には真実の理を治め掛けたる。
皆治まる。治まってあるのは、誠があって治まる。
中にはどういう処もある。これから一つ尚も／＼改めた上も改め、何でも改め。
大抵始め掛けるが一、一と言うたら二が後になる、三はもう一つ後になる。世界あくたもくたの中、万に一つも／＼世界悪風悪説、この理が会うたら何にもならん日があろう。
よう／＼往還あれど、崖道通らんならんような道があってはどうもならん。

 (これまでの長い道すがらに置いて神が教えて来た事は、誰も皆長々の苦労艱難の道を通り抜けて澄み切った心を治めなければ結構な先々の道は無いという事であるが、それをどうなりこうなり聞き分けて、所々には真実の理を治め掛けたる者もある。
誰であろうとも、速やかに神の話を聞き分けようとするなら皆治まる。治まってあるのは、世界の為・道の為に尽くそうとする誠の理があってこそ治まる。
そうして通る中にはどういう処もある。これから一つの真実誠の神一条の道が始まる事に成るが、勝手な人間心を尚も／＼改めた上も改め、何でもかでも改めなければ成らん。
改めて大抵の誠の道を始め掛けるが一、一と言うたら二が後になる、三はもう一つ後になる。世界あくたもくたの中ではあるが、万に一つも／＼世界並の悪風悪説が有ってはならん、この理が会うたら何にもならん日があろう。
先々へ行けば、広くて通りやすいよう／＼とした往還道があれど、そこへ到達するまでの道中で積み重ねた残念の理の、果たしの為の崖道を通らんならんような道があってはどうもならん。)

もう話しようかと思い／＼、よう／＼越して来た。意見しようと思うても、意見聞かんと言う。
これが一つの初め。澄んだ道から澄んだ心が鏡やしき。澄み切ったもの、曇りあっては世界映ろうまい。
少しでも曇りあっては、世界は丸曇り。まあ／＼／＼と言うて聞き捨てた。日々に守護あればこそ、尽しただけの理がある。
(それだけの事を、もう話しようかと思い／＼、よう／＼越して来た。神が意見をしようと思うても、速やかに神の話を聞き分けようとする真実が定まらないから、意見が聞かれんと言う。
これが一つの残念の道の初めである。澄んだ道から澄んだ心に写るのが鏡やしきの理である。
速やかに神の話を聞き分ける事が出来るなら澄み切ったものであるが、第一に我が身の事を考えるような曇り心があっては真実の理は写らず、それぞれの心に写らなければ、世界にも写ろうまい。
少しでも曇りがあっては、世界は丸曇りである。まあ／＼／＼その内に聞き分けてくれるであろうと言うて聞き捨てゝ来た。
澄み切った真実の心を定めて心を澄まし、日々に明らかな神の守護があればこそ、尽しただけの理があるのや。)

ならん中からこゝまでという。もう一つ世界映そうと思えども、裏も表も曇り無き鏡拵えねばならん。
言う事も一つ、聞く事も一つ。これが曇りの端である。
これから又一つ事情、これから一つの事情、一二三と言うたる。これから二と言う。
にっこりしようと、はあと言おうと、たった一つの曇り、さあ晴らしてくれにゃならん。台になって晴らしたら、皆晴れる。
(どうにもならん中からこゝまでという。もう一つ澄み切った理を世界に写そうと思えども、真実誠の道の台が無ければそれも出来ず、その為には、裏も表も曇り無き鏡を拵えねばならん。
誰も皆神の思惑どおりの道を運ばなければならないと言う事も一つの道であり、そう思いながら聞く事も一つの道であるが、言いながら聞きながら実践出来ないから嘘に成り、道が曇る。これが曇りの端である。
これだけの事から又一つ事情〈どこまで行っても人間の思うように成らん苦労艱難の道の中を、満足たんのう治めて運ぶ胸の掃除の道であって、真っ暗な末代の運命を変える為の又一つ事情〉を諭すのであり、これを聞き分けて一つの事情〈濁り切った人間心を捨てて、どんな事も神様の思惑どおりに運ぼうとする一つの事情〉を始め掛けるなら、一二三と言うたる〈真実誠の救け一条の順序であって、誰に隔て無き救け道の第一は教祖ひながたの道ただ一つであり、これが道の第一歩である〉。これから二と言うのであって、真実誠の神一条の道が始まる。
にっこりしようと、はあと言おうと、速やかに聞き分けて実践出来なければたった一つの曇りであり、熱き心を持って世界救けの為に尽くそうとし、さあすっきりと道を晴らしてくれにゃならん。
世界救けの為の真実誠の道の台になって晴らそうとしたら、どんな事も皆晴れるで。)

身の障りという。よう聞き分け。これより手柄さすで／＼。
さあさあしっかり定めるなら、一時に晴れる。それ世界すっきり晴れる。
たった一つの聞き分けという。心にやめようと行こうと、たった一つの心。さあ聞き分け／＼、聞き分けにゃならんで。
(このままでは先々通るに通れん事を知らす身の障りという。
よう聞き分け。これより聞き分けて自分中心の心を改め、世界の為に尽くそうとするなら手柄さすで／＼。さあさあ世界の為に尽くそうとする誠真実をしっかりと定めるなら、己を取り巻く暗雲は一時に晴れるで。
それによって世界はすっきりと晴れるのや。
たった一つの聞き分けという。心にやめようと行こうと、たった一つの心次第の道。さあ皆々聞き分け／＼、聞き分けにゃならんで。)
　
さあ／＼変わる／＼／＼／＼、多くの中、世界の中、信者信者と言うて日々連れて帰る。
改める心の磨き。濁り言葉は無けれど、心に濁りありてはどうもならん。通るに通れん。
あちらへ出越す、こちらへ出越す中に、真実信者に聞こえたら、どうするぞ。
俺が／＼と言うたて、澄まさにゃならん。皆んな中に上から澄ませ。空から澄ませば、皆晴れる。上から濁れば、はた曇り真っ暗がり。
(皆々が聞き分けて世界の為に尽くそうとするなら、さあ／＼変わる／＼／＼／＼、多くの中も、世界の中も、信者信者と言うて日々連れて帰るように成る。
皆々が改める心の磨きが世界に写る。たとえ濁り言葉は無けれど、心の中に濁り〈我が身中心的な人間思案〉がありてはどうもならん。そんな事をして道の邪魔ばかりして居れば、いずれ通るに通れん日が来る。
あちらへ出越す、こちらへ出越す中に、そんな濁り心が真実の信者に聞こえたら、どうするぞ。
俺が／＼と言うたて、一人先に立って心を澄まさにゃならん。皆んなの中に誠の道を治めようとするなら、上から澄ませ。空から澄ませば、皆晴れる。上から濁れば、はた曇り真っ暗がりであろう。)

若き中内々の処、何度々々の詫び言。
罪に落そうと思う。何度々々澄ませ／＼。
始め掛けたは、何以て始め掛けた。四方正面の理を以て澄まし掛けた。よく聞き分けてくれ。
どれが悪いこれが悪いは、数々の中言えん。
通りただけは心にある。手柄さすで／＼。曇り洗い切る台とも言う。手柄さすで／＼。
(悪しき胸の掃除の為のひながたの道が、人として生き永らえる為には最も大切な理であるという事が分からない若き中、身を捨てゝ世界の為に尽くそうとする誠真実を定められない内々の処は、いずれ何度々々の詫び言を言わなければなるまい。
真の心を見定める為の自由な時旬の理が過ぎれば、悪しき見本とする為に罪に落そうと思う。それでは可哀そうだから、何度々々心を澄ませ／＼と言うやら分からん。
この道を始め掛けたは、何を以て始め掛けたか。世界中に澄み切った理を写す為に、何処から眺めても曇りの無い四方正面鏡やしきの理を以て澄まし掛けた。言うに言えない苦労艱難の道を連れて通して来たからこそ、ここまでの道が出来て来たという事をよく聞き分けてくれ。
それを聞き分けて実践する事が出来ないから世界中が真っ暗に成って居るのだが、どれが悪いこれが悪いは、数々の間違いが横行する人間の道の中から出来たものであるから一概には言えん。
そんなものに心を捕らわれず、自ら求めてひながたの道を通りただけは心にある。手柄さすで／＼。
一人先に立って運んでこそ、曇り洗い切る台とも言う。手柄さすで／＼。)

さあ／＼高い所に濁り、一寸には数えられん。何とも一寸には現われん。
もう一寸手が足れば俺も磨こうと思えども、高い所は手が届かん。
よう聞き分けたら、何にも不足は無い。誰も／＼長う通ろというは皆同じ事、よう聞き分け。
一寸速やか心という理改めたら出世々々。それ／＼の心も改めるやろ。
これではなあと、道を切ったる者もある。十分の道具めかえ／＼。
さあ／＼一寸に見えん／＼。
(さあ／＼高い所には濁り心が蔓延し、自ら求めてひながたの道を運ぶ者が一寸には数えられん。己を捨てて道の為に尽くそうとする誠の者は、何ともはや一寸には現われん。
もう一寸手が足れば〈精神定めて世界の為に尽くそうとする誠の者が多く集まれば〉、俺〈神様〉も磨こうと思えども、高い所は手が届かん〈勝手な人間の理に心を捕らわれて居るから、神様の話が届かない〉。
そんな事では皆通るに通れんという事をよう聞き分けて心を改めたら、何にも不足は無いのや。誰も／＼長う通ろというは皆同じ事であり、これをよう聞き分けなければならん。
一寸の事もおろそかにせず、速やかに神の話を聞き分ける十分の心という理に改めたら皆々出世々々。それが四方正面鏡やしきの理によって世界に写れば、それ／＼の心も改めるやろ。
それだけの道である事が分からず、勝手な人間の理ばかり持ち運んで居るから、これではなあと道を切ったる者もある。十分の道具めかえ〈十分な神の道具として、それぞれの真実誠の重さに等しいあたゑを以て買い取る道である〉／＼。
さあ／＼聞き分けて誠の道を通り抜け、年限の理が経たん事には一寸には見えん／＼。)

さあ／＼手柄々々、手柄さすで／＼。さあ／＼明日日から話に掛かり、どうなるも思う処、日日照らしてくそうしてれ。
どうでもこうでも道、心の理に曇りありてはどうもならん。行くも一つ帰るも一つ。
みす／＼の理というは、どうも治めるに治められん。出るも帰るも見んという理は、これまで楽しました甲斐も無いわい。
ウワヽヽヽヽヽヽヽ
(さあ／＼速やかに聞き分けて運ぶなら手柄々々、皆々手柄さすで／＼。さあ／＼明日日から神の話どおりの道に掛かりてくれるなら、どうなるもこうなるも皆神の思う処であり、その心ばえを以て日日照らしてくれるよう。
どうでもこうでも道という心が第一であり、心の理に曇り〈神様の思惑から外れた人間心〉ありてはどうもならん。真実誠の神一条の道に行くも一つのひながたの道であり、濁り切った人間心に帰るも一つの悪しき道の台である。
みす／＼の理〈分かって居ながら前に進む事が出来ない理〉というは、どうも治めるに治められん。
何時まで経っても何も出来ず、出る〈真実誠の道に向かって出発する〉も、帰る〈元始まりの頃の綺麗な心に戻る〉も見えんという理では、これまで楽しました甲斐も無いわい。
ウワヽヽヽヽヽヽヽ。〈何時まで経っても成人出来ず、受けた恩も返す事が出来なければ牛馬と成って生まれ変わらせ、末代の果たしの道を通させなければならないという親神様の苦しい胸の内を、今ここで明かされる事は出来ず《神様が明らかにされるなら、即刻明らかな理が働いてしまう》、その苦しみを押し殺そうとされるおたけび〉)









明治二十八年三月十八日　
押して願
さあ／＼身の内の障り、痛み悩みは神の手引とも諭したる。さあ／＼楽しめ／＼。心の理は受け取りてある。こうと言うたらこうという理は見定めてあるから、第一の道具、一名からこうと言えばどうでもこうでも止めて見せる。台に成れ／＼。幾名何名の中でも思うように行かん。よう聞き分け。それ／＼談じ合うてくれ。これまで何時どう成るともどういう心に成るとも、分からなんだ。教祖の陰神様の陰や。どう成りても構わん。ついの一つの事情、長いとも短いとも言わん。歎きの言葉も聞いたであろう。年が若い者、又候々々と言うて何にも兆しも無く、心に無き者まで皆煩わした。そのたった一つの理皆改めさすから、俺は何もした事は無いと言う者もあろう。これだけ諭したら十分の諭である程に。

さあ／＼身の内の障り、痛み悩みは神の手引とも諭したる。さあ／＼楽しめ／＼。心の理は受け取りてある。
こうと言うたらこうという理は見定めてあるから、第一の道具、一名からこうと言えばどうでもこうでも止めて見せる。
(さあ／＼身の内の障り、痛み悩みは神の手引とも諭したる。さあ／＼心通りの神の守護を楽しめ／＼。身を捨てて世界の為に尽くそうとする誠の心の理は、皆受け取りてある。
こう〈どうでも神様のお役に立ちたい〉と言うたら、こうという理〈どれ程の年限を掛け、どのような順序の理を以て連れて通れば真実誠の神の道具として治まり、どれだけ世界救けの為に尽くす事が出来るかという理〉は元々から見定めてあるから、その為の第一の道具として連れて通る、一名からこうと言えば、どうでもこうでも心通りの道に成るよう連れて通り、その誠の理を世界に写す事によって、世界の曇りを止めて見せるのや。)

台に成れ／＼。幾名何名の中でも思うように行かん。
よう聞き分け。それ／＼談じ合うてくれ。
これまで何時どう成るともどういう心に成るとも、分からなんだ。教祖の陰神様の陰や。
(それだけの道である事を速やかに聞き分けて、世界中の心を洗う為の真実誠の道の台に成れ／＼。
己を捨てて世界の為に尽くそうとする誠の心が定まらなければ、幾名何名の中でも世界救けの道は思うように行かんのや。
澄み切った誠の心が無ければ、世界は救けられんという事をよう聞き分け。それぞれの誠一つで世界が救かるという事を談じ合うてくれ。
これまでは、世界中が何時どういう恐ろしい事に成るとも分からず、又澄み切った真実を定めてひながたの道を運ぶなら、どういう結構な心に成るとも分からなんだ。
末代続く結構な救け道に導いて貰えるのは教祖のお陰であり、それを支える真実誠の親神様のお陰や。)

どう成りても構わん。ついの一つの事情、長いとも短いとも言わん。
歎きの言葉も聞いたであろう。年が若い者、又候々々と言うて何にも兆しも無く、心に無き者まで皆煩わした。
そのたった一つの理皆改めさすから、俺は何もした事は無いと言う者もあろう。
これだけ諭したら十分の諭である程に。
(教祖や親神様がお喜び下さるなら、我が身どう成りても構わんと言う精神は受け取る。
何もかも捨てて親神様の思惑に沿おうとする誠の事情は、人として生き永らえる為の終の〈ついの〉一つの事情〈たった一つの最後の事情・手段〉であり、その澄み切った理が定まるなら、掛かる年限の理は長いとも短いとも言わん。
このまま行けばいずれ元の泥海に戻さなければ成らんという歎きの言葉も聞いたであろう。
教祖ひながたの道がたった一つの世界救け道であって、最も安心安全な神一条の道である事さえ分からないような年限の理の若い者は、又候々々と〈またしても決まり文句のような話として教祖々々と〉言うだけは言うて、実践しようとする誠の理は何にも無く、その兆しも無く、心に濁りの無き一般信者まで皆煩わした。
そのたった一つの残念の理を皆改めさすから、しっかりと聞き分けて実践して貰いたいのだが、俺は何も悪い事をした事は無い、と言う者もあろう。
これだけ諭したら十分の諭である程に。





























明治二十八年十月七日　夜十時
刻限御話
さあ／＼これ／＼、今夜という今夜はすっきりしたさしづ、どんな事もさしづ通り用いらねばならん。どういうさしづするなら、日々忙しい急がしいというは、どういう処から忙しなる。皆んな出て来る。満足を与える。満足の理が世界。今まで結構は分かりてあれども、この理が分からん。多分の人が入り込む／＼。これから何んぼう入り込むやら知れん。何処から出て来るやら分からん。世上にては掃除をし掛けた。何っからどういう者出て来るやら分からん。いつとも分からん。分からん先から諭す。あってから諭すやない。さしづ通り皆成りて来る。あら／＼は今まで分かりてある。応法のようなもの。これから日々日が経てばどういう事も運ばにゃならん。難しい事を一寸話し掛ける。どういう事話し掛ける。何程身の障り幾重幾重何ぼうさしづしたとてさしづはその場限り。どうしたらよいこうしたらよいといえど皆そのまゝ。さしづ無くても勝手だけはよう出来る。さしづ通り出来ん。さしづ通り出来たる事もある。出けても不承々々だらけ。あちら腹立てこちら腹立て一つの理に治まらん。互い／＼の心さえ皆んな話し合うなら一時の理に治まる。この道は俺が／＼と言うたて皆んな神の道、神が働けばこそ日々の道である。それで難しい事始め掛ける。年限々々どれだけ年限という。年限の経ったものでなけりゃよふぼくには使われようまい。年限の経たぬものはよふぼくにはならん。年限の経ったもの程強いものは無い。よふぼくと言えば普請何ぼどれだけ綺麗なと言うても、若いもの細いものでは持たぬ。年限経ったものなら何ぼう節が有っても歪んだものでもこたえる。重りがこたえやで、重りがこたえやで。そんなら細いものは間に合わぬという。年限経てば年限相応だけ間に立つ。年限の古いよふぼくでは揃わん。後々足らぬ処は年限待つより外はない。年限経ったならこそよふぼくという。よふぼくは何程焦らってもいかん。そこで、これどうしようとこうしようと、めん／＼のまゝというようでは世界のまゝにいかん。どうしたとて出来んものは出来やせん。じっとして居ても出来るものなら出来る、どうしてくれともこうしてくれとも言わん。言葉一つがよふぼくの力なら、どうする事も、戻す事も出来ん。皆んなそれに凭れ／＼て若木が育つ。世界に何ぼ育つとも分からん。そうしたら世界どんな事出来ても怖わい道は無い。これから急いて／＼何処まで急くやら分からん。世界には新しい道が千筋も出来て来た。どんなよふぼく出来るやら分からん。あちらの国からよふぼく、こちらの国からもよふぼく、高い山にも山の背腹にも谷底にもある、低い所から引き出すには引き出し難くい。高い所から引き出せば早い／＼。高い所のよふぼくはする／＼と下りて来る。どんなよふぼく寄せてどんな仕事するやら分からん。小さい心はやめてくれ。疑ぐり／＼の心はやめてくれ。ほしい、をしい、うらみ、そねみの心はやめてくれ。そこで席一つの理をよく聞き分けてくれ。これ一寸、たった一言話をして置くで。


さあ／＼これ／＼、今夜という今夜はすっきりしたさしづ、どんな事もさしづ通り用いらねばならん。どういうさしづするなら、日々忙しい急がしいというは、どういう処から忙しなる。
皆んな出て来る。満足を与える。満足の理が世界。今まで結構は分かりてあれども、この理が分からん。
(さあ／＼これ／＼、今夜という今夜はすっきりとしたさしづをするが、どんな事もさしづ通り用いらねばならん。どういうさしづをすると言うなら、大勢の人々が集まって来て日々忙しい急がしいというは、どういう処から忙しくなるか。
皆んなが速やかに神の話を聞き分けるように成って、真実誠の神一条の道に出て来る姿が世界に写るからである。胸の掃除の為の苦労艱難の道を通って、心に満足たんのうを与えるからである。何処まで行っても人間の思うように成らん真実誠の救け道の中を、満足たんのうして運び、結構な末代の理を治める姿が世界に写るからである。
今までも苦労艱難の道によって結構な道が出来上がる事は分かりてあれども、聞き分けて速やかに実践する事が出来ないから、この理の素晴らしさが分からんのや。)

多分の人が入り込む／＼。これから何んぼう入り込むやら知れん。何処から出て来るやら分からん。
世上にては掃除をし掛けた。何っからどういう者出て来るやら分からん。いつとも分からん。分からん先から諭す。
(皆々が聞き分けて誠の道を運ぶように成れば、多分の人が入り込む／＼ように成る。これから何んぼうの人が入り込むやら知れん。何処から出て来るやらも分からん。
世上にては皆々の誠を受け取って神が働くのであるが、神が掃除をし掛けたら世界中が大きく変わる事に成る。そうすれば何っからどういう者が出て来るやら分からん。いつとも分からん。分からん先から諭すのや。)

あってから諭すやない。さしづ通り皆成りて来る。あら／＼は今まで分かりてある。応法のようなもの。
これから日々日が経てばどういう事も運ばにゃならん。難しい事を一寸話し掛ける。
(事があってから諭すのやない。その日が来れば、さしづ通りに皆成りて来る。そのようなあら／＼の事は今までも分かりてある事や。応法のようなものや〈天が定めた法律に、段々と世界中が応じなければならないようなもの〉。
これから日々日が経てばどういう事も運ばにゃならんように成る。そうであるから、難しい事を一寸ずつ話し掛けるのやで。)

どういう事話し掛ける。何程身の障り幾重幾重何ぼうさしづしたとてさしづはその場限り。どうしたらよいこうしたらよいといえど皆そのまゝ。
さしづ無くても勝手だけはよう出来る。さしづ通り出来ん。さしづ通り出来たる事もある。出けても不承々々だらけ。
(分かっても分からなくても、どういう事も話し掛ける。何程身の障りによって幾重幾重何ぼうさしづしたとて、さしづはその場限りにしてしまう。どうしたらよいこうしたらよいと言えど、皆そのまゝや。
さしづ無くても勝手だけはよう出来る。中々さしづ通りには出来ん。さしづ通りに出来たる事もある。出けても不承々々だらけや。)

あちら腹立てこちら腹立て一つの理に治まらん。互い／＼の心さえ皆んな話し合うなら一時の理に治まる。この道は俺が／＼と言うたて皆んな神の道、神が働けばこそ日々の道である。
それで難しい事始め掛ける。
(あちらで腹を立てこちらで腹を立てるから、一つの理〈一列の子供は皆実の子供であり、誰にへだてなく可愛いのが親神様の偽らざる御心であって一つの理である。出来の悪い子も出来の良い子も皆同じように心を込めて育て、喜ばせてやりたいという一つの理〉に治まらん。
互い／＼の心〈出来の悪いのは人間皆同じ事であって互いに五十歩百歩であり、人の不出来は何時の日かの自分の不出来だと心得て、喜んで支える誠の心〉さえ働かすなら、神は十分に満足をするのであり、皆んなでそれについて話し合うなら、一時の理〈速やかに聞き分けて運ぶ真実誠の理であって、神様の思惑通りの理〉に治まる。この道は俺が／＼と言うたて皆んな神の道であり、喜び勇んで神が働けばこそ、結構な日々の道が治まるのである。
それで〈皆で支え合う互い救け合いの理を神が受け取る事によって〉、段々と難しい事〈今まで掛かる事の出来なかった、明らかな世界だすけの道〉を始め掛けるのやで。)

年限々々どれだけ年限という。年限の経ったものでなけりゃよふぼくには使われようまい。年限の経たぬものはよふぼくにはならん。年限の経ったもの程強いものは無い。
よふぼくと言えば普請何ぼどれだけ綺麗なと言うても、若いもの細いものでは持たぬ。年限経ったものなら何ぼう節が有っても歪んだものでもこたえる。
重りがこたえやで、重りがこたえやで。そんなら細いものは間に合わぬという。年限経てば年限相応だけ間に立つ。
(年限々々どれだけ年限という。年限の経ったものでなけりゃよふぼくには使われようまい。年限の経たぬものはよふぼくにはならん。年限の経ったもの程強いものは無い。
よふぼくと言えば普請〈互い救けあいの陽気世界の建設〉の為に使う神の道具の理であるが、何ぼどれだけ綺麗なと言うても、苦しみに耐え抜く力が無ければ真実誠の道の台には成らないのであって、世界の見本として写し出す役には間に合わん、若いもの細いものではとても持たぬ。年限の経ったものなら何ぼう節が有っても歪んだものでもこたえる。
あらゆる苦しみや重りに耐え抜く力がこたえやで、持ちこたえる重りがこたえやで。そんなら細いものは間に合わぬという。年限と共に神が育てるから、年限が経てば年限相応だけ間〈どんな些細な事であろうと尽くした理は皆同じ事であり、ある日、ある時、ある事の為の役〉に立つ。)

年限の古いよふぼくでは揃わん。後々足らぬ処は年限待つより外はない。年限経ったならこそよふぼくという。よふぼくは何程焦らってもいかん。
そこで、これどうしようとこうしようと、めん／＼のまゝというようでは世界のまゝにいかん。
どうしたとて出来んものは出来やせん。
じっとして居ても出来るものなら出来る、どうしてくれともこうしてくれとも言わん。
(年限の古いよふぼくでだけは、神の道具は十分に揃わん。後々の足らぬ処は、段々と育って来る年限の理を待つより外はない。年限が経ったならこそよふぼくという。よふぼくは何程焦らってもいかん。
そこで、これをどうしようとこうしようと思っても、めん／＼のまゝにしようというようでは神が働けないのであり、神が働けなければ、世界のまゝ〈世界治まる天の道理のまま〉にはいかんのや。
非力な人間の力で世界中の心を改める事は出来ないのであり、どうしたとてこうしたとて出来んものは出来やせんのや。
なれど、神の心を奮い立たせるような誠の心を尽くしてくれるなら、じっとして居ても神が働くのであり、出来るものならどんな事も出来るのや。これでは放って置けんという澄み切った心を出せば、神が働かざるを得ないのであり、どうしてくれともこうしてくれとも神は言わんのや。)

言葉一つがよふぼくの力なら、どうする事も、戻す事も出来ん。
皆んなそれに凭れ／＼て若木が育つ。世界に何ぼ育つとも分からん。そうしたら世界どんな事出来ても怖わい道は無い。
これから急いて／＼何処まで急くやら分からん。世界には新しい道が千筋も出来て来た。どんなよふぼく出来るやら分からん。
(言葉一つがようぼくの力なら、胸の掃除の為の苦労艱難の道によって心を澄まし、十分な天の理を心に治めなければなるまい。定められた時旬の間に真実誠の種を蒔く天然自然の道であるから、時旬が過ぎてしまえば、どうする事も戻す事も出来んのや。
皆んなそれに凭れ／＼て若木が育つ。世界中に何ぼ育つとも分からん。そうしたら世界中にどんな事が出来ても怖わい道は無い。
それがはっきりと見えているから、これから急いて／＼何処まで急くやら分からん。世界には新しい道が千筋も出来て来た。その中からも段々と育って来る、どんな力を持ったどんなよふぼくが出来るやら分からん。)

あちらの国からよふぼく、こちらの国からもよふぼく、高い山にも山の背腹にも谷底にもある、低い所から引き出すには引き出し難くい。高い所から引き出せば早い／＼。高い所のよふぼくはする／＼と下りて来る。
(あちらの国からよふぼく、こちらの国からもよふぼく、高い山にも山の背腹にも谷底にもある、低い所から引き出すには引き出し難くい。高い所〈排他的主義を持って、宗教戦争などをたびたび引き起こした巨大宗教団体など〉から引き出せば早い／＼。高い所のよふぼくはする／＼と下りて来る。)

どんなよふぼく寄せてどんな仕事するやら分からん。小さい心はやめてくれ。疑ぐり／＼の心はやめてくれ。ほしい、をしい、うらみ、そねみの心はやめてくれ。そこで席一つの理をよく聞き分けてくれ。これ一寸、たった一言話をして置くで。
[bookmark: _GoBack](真実誠の世界救けの道に掛かれば、どんなよふぼく寄せてどんな仕事するやら分からん。小さい心はやめてくれ。疑ぐり／＼の心はやめてくれ。ほしい、をしい、うらみ、そねみの心はやめてくれ。そこで席一つの理〈さしづどおりの道より他に治まる理は無いという一つの理〉をよく聞き分けてくれ。これだけの一寸の事、たった一言の話をして置くで。)
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